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(1)まち 。ひと・ しごと創生

わが国の総人口は、平成 17年以降は増減を繰 り返していたものの、平成 23年以降にお

いては大きく減少が続き、経済成長に大きなマイナスの影響となる課題に直面しています。

沖縄県においては、現在人口増加傾向ではあるものの、各種取り組みが進まないと2025

年をピークに人口減少となると推計されています。

そのような状況の中、わが国は、平成 26年 ■ 月 21日 に地方創生関連 2法案 (「まち・

ひと。しごと創生法」および「地域再生法の一部を改正する法律」)を成立させました。こ

の法案では以下に示す 3つの視点が根本にあります。

① 替い世代の就労・鮎鱈・子育ての需望の実現

② 『東京―極集中』の歯止め

③ 地域の特性に即した地域課題の解決

(2)人ロビジョンと総合職路

国をはじめ、全ての都道府県及び市町村は、平成 27年度中に「人ロビジョンJ「総合戦

略Jの策定に努めることとなっています。

長期ビジョン:2060年に 1億人程度の人口を確保する中長期限担

韓 合 戦 略:2015～2019年度(5か年)の政策日標 D施黛

地方人ロビジョン:各地方公共団体の人口曲向D将来人口推計の分析や中長期
の将来限望

地方版総合戦略 :各地方公共団体の 2015～ 2019年度(5か年)の政策目裸・

施策

□
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(3)総合戦略の策定

①基本的な考え方

1)人 口減少と地域l経済紺小の克服

2)ま ち・ひと。しごとの創生と好循緊の確立

『しごと」力ヽ「ひとJを呼び、「ひとJが 『しごとJを呼び込む好循策を確立するとと

もに、その好循票を支える「まちJに活力を取り戻します。

②基本方針

1)政策5原則

従来の施策 (縦割り、全国一律、パラマキ、表面的、

短期的)の検証を踏まえ、政策 5原則 (自 立、1等来性、

地域性、直接性、結果重視)に基づき施策展開します。

2)国と地方の取組体制とPDCAの 整備

国と地方公共団体ともに、5か牛の戦略を策定・実行

する体制を整え、アウトカム指標を原則とした KPIで検

証改善する仕組みを強立します。

rし ごとJと『ひとど0停
"日

、

それe宝える『拿与Jの活性化

圏
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(1)基本視点 (まち・ひと 。しごとの好循環の確立)

今帰仁村が抱える課題を解決するためには次の2つの術療を意識する必要があります。
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①“人口減少が地域経済の縮小を呼び、地域経済の緒小が人口激少を加速させる“という

負のスパイラル(悪循環の連鎖)に陥ることへの危機感。

②新たな「ひと」の流れを生み、その流れは「まち」に活力を取り戻し、村民一人ひとりが安

心して暮らし、子どもを産み、育てられる地域社会の創生につながつていく好循環の確立。

提期的には、本村で「ひとJを育て、一度村外の生活を経ても、戻つてこられる環境を

創出し、その「ひとJが村の優れた自然環境と融和して 「しごと」をつくり、「まちJをつ

くるという「ひと」を中心とした好術床に転換していくことも必要です。

本村では、こうした “まち・ひと。しごとの好術環"を確立することを戦略策定の基本

視点に据えたうえで、「しごとの創生J、
「ひとの創生」、「まちの創生」に同時かつ一体的に

取り組むんでいきます。

(2)ま ち 。ひと・ しごと創生の考え方

まち 。ひと。しごとの好衛療の確立に向けた取組は、個々の出〕題点や課題への対症療法

的なものではなく、「しごと」、「ひとJ、
「まち」それぞれの自立的かつ持統的な好循環の確

立につながっていくことが求められています。

そのためには、まずは地域のまち 。ひと。しごとの実態を正確に把握し、分析するとと

もに、柱I乗効果を発事Fできるよう各施策を一体的に取り組む体制が必要です。また、取組

の成果を検証し、適宜、見直しを図つていくための体制を■1立することも不可欠となりま

す。

本村では、このような認、識のもと、まち 。ひと。しごとそれぞれの創生にあたり、次の

ような考え方に基づき施策を立案し、取り組んでいくものとします。
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①しごとの創生

本村の「しごと」の創生の鍵は「ひと」であるとの認識のもと、基幹産業である農業や、飛躍の

可能性を秘め他の産業を牽引する観光産業など、未来の産業振興を担う人材の育成や新た

な地域産業への支援を推進するとともに、本村の「しごと」の創生の核となる6次産業の振興な

ど、「まちJづくりと運動した新たな産業基盤の確立に向けた取組を推進します。

本村への新しい「ひと」の流れをつくるため、「しごと」の創生を図りつつ、地域資源を活かした

交流や移住、Uターン等を促進するとともに、暮らしに負担を感じることなく「しごと」にチャレンジ

できるよう結婚から妊娠、出産、子育てまで切れ日のない取組を推進します。

③まちの飼生

「しごと」と「ひと」の好循環を支える「まちJを創生するため、時代にあった地域づくり、安全・安

心な暮らしづくり、また北部地域の活性化機能を果たすべく地域連携による豊かな経済・生活

圏づくりを推進し、今帰仁村らしい新たな暮らしのスタイルを確立します。
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(3)今帰仁村の将来展望からみる施策展開のイメージ

今帰仁村に影響を与える環境要因を洗い出すことで、展開する戦略をイメージしてい

ます。

プラス・マイナス

O転入者が転出者を上回つており、社会増の傾向にある

O美しく豊かな自然(アンケートより)

0今帰仁村への定住意識が高め(アンケートより)

【結婚・子育て。福祉】

O合計特殊出生率が高い(1.97)

0持ちたい子どもの人数の理想の平均が『3.13人 Jと高
い(アンケートより)

0結婚に利点を感じる割合が高い(アンケートより)

【教育】

O村内に北山高校が立地する

O世界遺産今帰仁城跡

0目玉となる観光資源が立地(今帰仁城跡、古宇利島、

美ら海水族館(村外))

0「ぬ―んねんじが今帰仁村Jが共有されている

(アンケートより)、
ノ

Ｌ

■

【社会・行政】

【生活環境。自然環境】

【産業・雇用】
06次産業化の推進

【観光・交流】

【社会・行政】
010代～20代の若者の転出が超過

0高校。大学進学、就職を期に村から転出が多い

【生活環境。自然環境】

O住宅の供給が少ない、また情報が無い

0インターネット環境、Wi―尉環境が悪い

【産業・雇用】
0今帰仁村内での仕事が少ない(アンケートより)

0若者の就業の場が少ない(アンケートより)

0個人年収が低い(アンケー略 果より)

0村外への通勤・通学が増加傾向にある

0スーパーなど商業施設が無い(アンケートより)

【結婚。子育て。福祉】
020代から40代女性人口が少ない

0出会いの場が少ない

0子育て支援の充実

【教育】

0進学後、今帰仁村に住みたいと考える学生は少な
い(アンケートより)

【観光・交流】

O公共交通の利便性が悪く、車が無いと不便

(アンケートより)

【社会・行政】

0地方創生(人 ロビジョン・戦略)に向けた国の支援(自 治

体トップランナーヘの優遇)

【産業・雇用】

Oホテル・テーマパーク誘致による商業就業大口の増加

【教育】

O北部広域市町村田事務組合が設置する名桜大学

【観光・交流】

O名護東道路の一部開通「こよるアクセス性が向上

0海洋博公園の入田者数の増加(H26:約 440万人)

0沖縄県に訪れる観光客の増加

【社会・行政】

0第 1次産業・第 2次産業の就業者の減少
O全国の厳しい経済情勢

O地域間競争の激化

【生活環境・自然環境】
O台風災害

O身近に子どもたちが遊べる公園が無い

(アンケートより)

【教育】

O少子高齢化の進展

【観光・交流】

Oバス路線が少ない
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②各要因の組み合わせによる施策展開のイメージ

I

①強み×機会

O子育て世帯への支援強化

O教育機関による人材育成の強化

O交通の利便性向上による転入者及び定住者の促進

O観光の振興による雇用の確保と、交流人口の増加

③弱みX機会

O空き家バンクの設立等の居住支援による定住促進。

O交通の利便性向上による県内外の観光客の誘客

等

②強み×脅威
O地域資源や豊かな自然環境を活かし、第1次産

業の衰退や他市町村への人口流出を克服。

O子育て世代への経済的安定のための支援等によ

り、人口減少の抑制          等

④弱みX脅威

O弱みを克服し、脅威に打ち勝つため、①への重点

的な取り組みによ卿 ④の好循環を創出

等
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④

①

O転入者の増加

O美しく豊かな自然

06次産業化の推進

O出生率の高さ

0結婚に魅力を感じている

0村内に高校が存在すること

O魅力ある観光資源

etc

内
部
環
境
要
因

プラス要因

010代～20代の若者の転出超過

O住宅不足・情報不足

O情報通信環境の不足

O村内の雇用の場が少ない

0村外への通勤通学の増加

O若い女性が少ない

0出会いの場がない

0子育て支援の充実

O交通利便性の確保

etc・・・

マイナス要因

Oホテル・テーマパーク誘致による

雇用・就業人口の増加

O北部広域内に大学がある

0自動車道とのアクセス性向上

O観光客の増加

etc・・・

外
部
環
境
要
因

O第Ⅲ2次産業の減少

O子どもたちが遊べる公国がない

Oバス路線が少ない

etc

③



(1)施策の基本的方向

今帰仁村の現状や人日の将来展望等を踏まえ、各基本目標の連成に向けて推進していく

政策や施策、事業の基本的な方向を設定します。

基本目標1今帰仁村の強みを活かし、産業と安定した雇用を創出する

今帰仁村の未来を担う人材の育成を行いつつ、一次産業を基盤とした基幹産業の持続的

な発展と、裾野の広い観光産業等を積極的かつ継続的に支援することで、新たな価値とサ
ービスを提供し得る産業・雇用を創出し、「今帰仁村Jの強みをいかした競争力が高く、かつ

持続可能な産業基盤の形成を図ります。

Ⅲ

基本目標2今帰仁村の魅力を活かし、新しいひとの流れをつくる。呼び戻す

今帰仁村は、今帰仁城跡を1よ t盟)とし、特色のある歴史。文化が残り、自然豊な環境を有し
ています。そのような環境を守るとともに、村の魅力として活用し、交流人口の増大や、定住
促進へとつなげていきます。

国営沖縄記念公園から、今帰仁城跡、古宇利島までの観光資源を中心とした観光客の流
れを活かし、観光振興による交流機会の創出と、交流等をきつおЧすとした移住・定住や企業

等の誘致に資する環境整備を重点的に促造します。また、未来を担う人材の定着を促造し、

新たな産業基盤の形成やまちの持続的な発展をひとにスポットを当て支援します。
また、村外に住んでいる村出身者のUターンや、移住希望者の受入れ環境を整備し、移

住・定住の促進を図ります。

基本目標3若い世代の結婚。出産・子育ての希望をかなえ、安心して子育てが出来る環境

を創出する

若い世代の経済的安定を確保するための取組や、仕事と生活の調和を実現するための取

組を支援することで、結婚・出産・子育ての希望をかなえ、暮らしに負担を感じることなく仕事
にチャレンジできる、今帰仁村の個性を活かした新たな暮らしのスタイルを確立します。

基本目標4時 代に合つた地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

庁舎や今帰仁村歴史文化センター、今帰仁村グスク交流センター、今帰仁村中央公民館

などの公共施設や、商店などの民間の施設やその周辺で、農林水産物の流通・加工・観光

拠点機能等の充実を図り、小さな拠点を形成します。

また、今帰仁村に居住し、村外への通勤通学の支援や、拠点間の移動を支援するために、

交通ネットワークの形成等、時代に合つた地域づくり、安心。安全な暮らしづくりを推進すること

で、今帰仁村内外で連携した経済・生活圏を形成しつつ、「今帰仁」の資源を活かしたまちの

持続的な発展基盤を形成します。
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(2)施策の体系

基本目裸及び施策の基本的方向に基づき、具体的な施策を設定しました。これら施策は、

企画・実施体制を整備 し、村民や様々な関係団体との連携により推巡します。

今婦仁村の強みを活かし、産業と安定した雇用を創出する

数値同標 基準値 目係値 (平成 31年 )

2047人 (H24) 2,250人  (率J10%増 )従来者数

村内での新規起業数 5ヵ 年間で 5事業所

今帰仁村の強みを活かし、産業の振興と安定した雇用を飼出する

代

組み地域の未来を担う人材の青成

地域で育てる子ども教育の充実

力ある学校づくりの推エ ト よ

造

と6次産業化の促造地域 る
6次虚業化を推進し、新たな価値と産

業・雇用を創出する

一次産業を活用した今帰仁プランドの確立による競争力の強
1ヒ

輯

■今帰仁プランドの例

今帰仁村の豊かな農林水産物を活かした特産品によるプランドの創造

・亜熱帯果樹や柑橘類など   ・

・栽培漁業謡]日 の活用、高付加価値化

。今掃仁村オリジナルの料理や加II品の創造 (料理コンテストなどイベン ト化)

号

アンテナショップや料理コンテス トなど、イベントでの情報発信
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基本日標 2

今婦仁村の魅力を活か し、新 しいひとの流れをつくる 。呼び戻す

″(値 目標 基準値 H標償 (平成 31年 )

今帰仁城跡親覧者微 286,215人 (H26) 315,000人 (約 10%増 )

(H26か らH27にかけての,“

縄県の観光客の伸び率)

案内ガイ ドの登録教 37人 100人

空き家活用に向けた取組み 0 年間 1件 (合計 5件 )

今帰仁村の魅力を活かし、新しいひとの流れをつくる。呼び戻す

iCT技術を活用 した情報発信
り 。イン ツ トルサイ ト・ ア

自然や歴史文化を活かした観光振興

今帰仁の歴史遺産と伝統文化を活かし、育む観光の振興

村肉の観光を担 う人材の育成・確保

観光協会等の体制強化

モデルツアーの実施による戦略的な情報発信

県内外の地域間の
創出

の売実による交と、国際交

地域の魅力ある産業や企果を支援する仕組みづくり地域の産業を強くする環境の整備と

採用 。雇用の創出

サテライ トオフイス環境の整備推進

村肉での起集支援

空き家・古民家の管理E営体制づくり
村出身者の Uタ ーンや、移住希望者

の受入れ環境の充実

定住化プログラムの検討

県内外の移住支援団体と連携した情報発信

韓

観光プロモーション活動の充実

■具体展lttlの例

。大学生アンパサダーやモデルツアーの実施により、実際に今帰仁を体験した来訪者によ

る情報発信を、戦略的に展開する。

。その上で、観光人城者教促進に向けたプロモーション (シ ンポジウムやセ ミナー開報)

により、今帰仁村の様々な魅力を発信し、観光促避、移住者の促避を図る。

・今婦仁城跡等の歴史文化を、デジタル技術を活用した情報発信やコンテンツ等による活

用促避。 (例、デジタルサイネージ、多言語案内アプリ、今婦仁城跡)
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基本目標 3

若い世代の結婚 。出産 。子育ての希望をかなえ、安心して子育てが出来る環境を創出する

数値日標 基準値 日標値 (平成 31年 )

出生率 l,97 1.97

待機児童敷 20人程度 (平成 26年度 ) 0

若い世代の描鸞・出産。子育ての希望をかなえ、安心して子育てが出来る環境を飼出する

結婚の希望をかなえる場の創出 若者の出会いの場を創出する

新婚、子育て世帯等多様なニーズに対応した住宅の供給

若い世代の経済的安定の確保 子どもを産み育てやすい地壊環境の創出

多子世帯への子育て支援の売突

1人親世帯の子育て支援の充実

幼稚田や任学年の学生保育を充実させる

女性が働きやすい環境づくりへの支援

子どもの貧困対策や居場所づくりへの取り組みを推進

子どもから観の世代まで、切れ日のない子育て支援の売輿

中

■具体展開の例

。若者の出会いの場の創出のため、村内在住者と県内外居住者を対象とした婚活イベン ト

などを開催する。

・ライフステージの変化に対応 して、多様なニーズに対応した住宅の供給を促進する。

・子育て支援を充実し、経済的負担の低減により子供を生み育てやすい環境を駐t衛する。

・女性が子育てしながら仕事に復婦しやすい環境や、自宅でも仕事ができる環境整幣を行

い、女性の身近な社会進出を応援する。

以上のような継続 した支援策を講ずることにより、出生数の増加を日指す

号
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基本目裸 4

時代に合つた地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

数値 目標 基準健 日標値 (平成 31年 )

地域の拠点や阪わいの場を形

成する

5年間で 2ヵ 所

時代に合つた地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を遠携する

拠点機能等の再生・活性化
加 エ辺農林水建物流・加工・ 観光拠点等の

拠点や服わい作り

中心市街地のに
づくり

出し、ひとが集える活気あるむらい

つ く

の
交通ネットワークの形成による生活

利便性の向上

リテイモ し 活

づ く

ン 一
に

ッ
め

ICT利活用の下支えとなる情報通信

基盤の整備

て 、北部広壊日との連携による地域づく

り

インフラ よ

蜘
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(1)総合戦略の推進体制

総合戦略の推巡については、毎年、策定委員会において基本目標に基づいて事業立案

を行います。事業の実施にあたつては、担当課、分野の垣根を越えた全庁体制と、沖縄

県及び多様な主体との連携により推進します。

(2)PDCAサ イクルと総合戦略の改定

本村のまち・ひと。しごと創生に向けて、総合戦略を着実に実行するために、基本目

標とKPI(重 要評価指標)を もとに、PDCAサ イクル (計画、実行、評価、改善)

の視点で、施策 。事業の評価・検証を行います。

評価では、毎年度末を目途に行い、総合戦略の実施状況の確認や効果の検証をもとに、

必要に応 じK総合戦略を改定し、事業の見直しなどを実施します。
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